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1.　Neander DBの現状

　交替劇A01班では、旧人・新人交替現象の進行
過程を明らかにするため、アフリカとユーラシアの約20
万年前から２万年前にかけての人類遺跡とそこで用い
られた石器製作伝統の集成に取り組んでいる。この
作業には、インターネットを介したデータの閲覧・検
察・編集が可能なFileMaker Serverベースのクライア
ント・サーバ型リレーショナルデータベース「Neander 
DB」を用いている（近藤2010, 近藤ほか2010, 2011, 
Kondo et al. in press）。
　Neander DBには、2012年2月18日までにのべ1,268
遺跡の3,188文化層、年代試料4,911点の情報を収録
した。レコード数は日々増加している。収録遺跡数を担
当地域別にみると、西ヨーロッパ522遺跡、ロシア語圏
431遺跡、中東アフリカ315遺跡という内訳になっている。
　ヨーロッパ（バルカン半島以東はロシア語圏に含ま
れる）のデータについては、先行するステージ３プロ
ジェクト（The Stage Three Project 2010）およびそ
の発展版であるPACEA（D’Elloco et al. 2011）がイ
ンターネット上に公開しているデータベースからレコー
ドをインポートした。Neander DBの運用開始直後
にステージ３のレコードをインポートし、2011年11月に
PACEAのレコードをインポートした。両者のレコードに
は重複が数多く認められたので、担当者と連携して重
複チェック（名寄せ）をおこなった。Neander DBが遺
跡（SITE）・文化層（LAYER）・年代値（NUMDATE）
の各テーブルからなる三層構造であるのに対し（図１）、
PACEAは年代値テーブルに遺跡・文化層情報をもつ
構造であるため、データ形式の変換と名寄せには相応
の労力を費やした。
　また、各担当者の尽力により、今年度は特にアフリカ
とアラビア半島、ヨーロッパ・ロシア、中央アジア、シベ
リアの新出遺跡の情報が重点的に追加された。

2.　システム上の問題点と解決策

　Neander DBには文字情報のほかに、遺跡地図・
石器図版などの画像情報が収録されている。そのた
め、ファイル容量が500メガバイトを超え、自動入力補
完や検索の処理速度が次第に遅くなってきた。そのた
め、2011年12月にデータベースサーバ「NEANDER」
のメモリを４ギガバイトから８ギガバイトに増強し、処理
能力の向上を図った。また、OSおよびデータベースソ
フトウェアの更新、およびメモリ消費量の解放を定期的
に実施している。最近ではシステム障害もほとんど発
生することがなく、データベースは安定的に運用できて
いる。しかし万一の障害発生に備えて、定期的にデー
タのバックアップをとっている。

3.　考古学上の問題点と解決策

　交替劇関連遺跡・石器製作伝統の集成作業は、ア
フリカからユーラシアにまたがる広範囲な地域を対象と
するため、地域ごとの研究を基本とするこれまでの考
古学では見過ごされてきた重要な問題を明らかにしつ
つある。まず、類似した石器製作伝統が地域ごとに異
なる名称で呼ばれる事例が問題として浮上した。たと
えば、ネアンデルタール人（旧人）が使ったとされる「ム
ステリアン（Mousterian）」は、ヨーロッパで定義された
ものであるが、アラビア半島東部では東アフリカ系の「ヌ
ビアン・コンプレックス（Nubian Complex）」と呼ば
れる（Rose et al. 2011）。また、「前期・後期オーリナ
シアン（Early/Late Aurignacian）」と「オーリナシアン
0・I・II（Aurignacian 0, I, II）」のように、同一の石
器製作伝統が遺跡ごとないし地域ごとに異なる名称で
細別されている事例もみられる。時期区分については、
石器製作伝統に基づく相対年代を、海洋同位体ステー
ジ（Marine Isotope Stage; MIS）に代表される古気候
プロキシの年代指標と対比するのが難しいという問題
もある。さらに、洞穴などで人類の生活面が重層的に
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堆積していることを前提とした「文化層」という概念が、
シベリア等の開地遺跡には適用しづらい、という事実
も指摘された。これらは、データベース管理の点から見
ると「表記のゆれ」であり、レコードをうまく検索できな
い要因となる。
　このような諸問題に対処するため、担当者・監修者
からのリクエストに応じて、Neander DBの設計を柔軟
に変更している。たとえば、石器製作伝統の名称につ
いては抜本的な見直しを進め、大別時期（ヨーロッパ・
中東においては中部旧石器、中部・上部移行期、上
部旧石器）との対応表（ENTITY_REV）を追加した（図
１・２）。この対応表の作成過程においても、ネットワー
クを介して単一のマスタデータベースを共同で編集す
る方式が功を奏し、バージョンエラーなどの支障なく迅
速に作業を進めることができている。
　ところで、上記の一連の問題について情報学の研
究者に相談したところ、（１）「石器群」が石器の物理
的な集合体を指すのか理念的な集合体を指すのか、
あるいは「石器製作伝統」を指すのか考古学的時期

を指すのか曖昧なことと、（２）考古学的意味での「エ
ンティティ（entity）」が生活面を含む地層（文化層）
を指すのか考古学的時期を指すのか、あるいは「石
器群」と同義なのか曖昧なことが問題の根底にあるの
ではないか、という鋭い指摘を頂戴した。考古学を専
攻した我が身としては恥ずかしながら、その場では正
しく答えられなかった。これは考古学理論の本質に関
わる問題なので、今後の課題として考察したい。なお、
Neander DB検索機能については、将来的にあいまい
検索機能を備えた全文検索や形態素解析による石器
群の共通性・非共通性の抽出などの自然言語処理技
術を実装できるよう、総括班（森ほか2011）との連携
研究に着手したところである。

4.　GISによる地図化と問題発見・　　
　　連携研究

　Neander DBに収録した遺跡・文化層情報は、いっ
たんスプレッドシート（.xlsx）に書き出した後、ESRI 
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ArcGIS Desktopを用いてシェープファイル（.shp）に変
換し、マップファイル（.mxd）を作成した上で、B02班
のArcGIS Serverから試験的にインターネットへ配信し
ている（図３）。この地図はInternet ExplorerやFirefox
などのインターネットブラウザで閲覧することができる。
表示範囲を自在に拡大・縮小したり、遺跡の点をクリッ
クすることによって属性情報を表示させたり、フリーワー
ド検索や石器製作伝統名・絶対年代・MIS・人骨
や特定遺物の有無を条件とする絞り込み検索をおこ
なったりと、インタラクティブな地図操作ができるように
工夫した。
　A01班のデータベース・プロジェクトにインターネッ
トを通じて地理情報を配信するシステム、すなわち
WebGISを用いる利点は、データベース化作業の進捗
状況を視覚的に共有できることにある。また、上述の検
索機能を用いて、条件に合致する遺跡の分布を確認
することができるため、今後の研究に向けた問題発見
のツールとしての役割にも期待している。
　Neander DBに収録された遺跡情報は、「交替劇」

プロジェクト内で分野横断的研究を進める際の基盤
データとしても活用が期待される。たとえば、Neander 
DBから特定の石器製作伝統に該当する文化層を抽出
して、B02班で開発中の年代統計学的手法（大森・
米田2011）を用いて絶対年代を絞り込んだ上で、該当
する年代の気候変動曲線や古陸水モデルとの時間・
空間的相関を調べることができる（図４）。さらに、それ
らのデータを入力変数として遺跡の存在予測モデリン
グ（近藤・小口2011）をおこなうことも可能となる。こ
のようにして他班との連携を深めていけば、旧人と新
人の交替現象をより多角的な視点から理解することが
できるようになるであろう。

　本稿の内容は日本地球惑星科学連合2012年大会
（5月20日〜 25日、於・幕張メッセ）「人類進化と気
候変動」セッションにて発表予定である。

［参考文献］
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図2 石器製作伝統・大別時期の対応表（一部）
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図4

WebGIS（ArcGIS Server）による収録遺跡の表示

B02班との連携研究ワークフロー
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